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論 文 内 容 の 要 旨 
 自動網赤血球解析装置R-3000はアルゴンレーザーによるフローサイトメトリーの原理を用いる。血球内の残
存 RNAをオーラミン Oで染色し網赤血球の成熟度の違いを検出する。我々は R-3000を使用して血液疾患患者
111人より採取した骨髄血および末梢血119検体を解析した。 
 パラメーターは骨髄および末梢血の網赤血球比率(reticulocyte%、RET%)および未熟網赤血球分画比率
(Immature Reticulocyte Fraction%、IRF%)とその骨髄・末梢血比(BM/PB reticulocyte ratio, BM/PB IRFratio)
とした。末梢血混入例と考えられた6例中5例はBM/PB reticulocyte ratioが1.0以下の検体であり、この6
症例6検体を除く105症例113検体について骨髄と末梢血におけるRET%は良好な相関関係を示した。(r=0.81) 
また、骨髄のRET%およびIRF%は末梢血よりも明らかに高値であった。(p<0.01) 患者を貧血のない正常群と貧
血群にわけ、さらに貧血群を3つに分けた。GroupⅠは造血機能不全群でGroupⅡは化学療法や移植後の造血回
復期および造血亢進を示す血液疾患群、GroupⅢは無効造血群(骨髄異形成症候群)であった。正常群の骨髄平均
RET%は2.3±1.%であり、健常人の正常値に近似すると考えられた。GroupⅢのBM/PB reticulocyte ratioは
統計学的に有意にGroupⅠおよびGroupⅡよりも高値を示した。これはGroupⅢにおける無効造血の病態を示す
ものであり、BM/PB reticulocyte ratioは骨髄異形成症候群の診断に有用であると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
造血器疾患の診断は、目視法での骨髄検査によるところが大きい。そのため、骨髄目視法にて鑑別困難な貧
血においては、診断につながる客観的な指標が望まれている。現在、末梢血網赤血球の測定は機械化により迅
速かつ高精度にできるようになり、貧血の鑑別や治療に対する反応をみるのに応用されているが、骨髄血での
機械測定は一般的には行われていない。本研究では機械測定による骨髄および末梢血網赤血球の比較により赤
血球造血状態を評価し、特に無効造血を示す血液疾患の客観的な指標が得られるかを検討した。 
 方法は自動網赤血球解析装置 R-3000を使用して血液疾患患者 111例より採取した骨髄血および末梢血 119
検体の網赤血球を測定した。パラメーターは骨髄および末梢血の網赤血球比率(reticulocyte%：RET%)および未
熟網赤血球分画比率(Immature Reticulocyte Fraction%：IRF%)とその骨髄・末梢血比(BM/PB reticulocyte 
ratio：BM/PB IRF ratio)とした。骨髄と末梢血において RET%は良好な相関関係を示した (r=0.81) 。また、
骨髄のRET%およびIRF%は末梢血よりも有意に高値であった (p<0.01) 。患者を貧血群と非貧血群に分け、さら
に貧血群をGroup1（造血機能不全群）、Group2（化学療法や移植後の造血回復期および造血亢進を示す血液疾
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患群）、Group3（無効造血群：骨髄異形成症候群）の３つに分類した。非貧血群の骨髄平均RET%は2.3±1.1%
であり、健常人に近似すると考えられた。Group3のBM/PB reticulocyte ratioは統計学的に有意にGroup1お
よびGroup2よりも高値を示した（p<0.05）。これはGroup3における無効造血の病態を客観的に示すものであ
り、BM/PB reticulocyte ratioは骨髄異形成症候群の診断に有用な指標であると考えられた。 
 本研究は自動網赤血球解析装置を利用した骨髄、末梢血網赤血球測定の臨床的有用性を示したものであり、
したがって著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判断された。 
